




































































































































































































































































































































対 し て、関 係 か ら 説 明 す る と、青 年 期 adolescence は〈子 ど も 期




青年期 adolescence は、〈自己の中にあるおとな期 adulthood を通して青
年期 adolescence の自己を見なおす〉ということになり、同様に、〈自己






















　3 年 B 組金八先生の第 1 シリーズ第 9 回「数学が好きになる法」（1979
年 12 月 21 日放送）において、ブラックボックスを用いた数学の教育実践































































と、E. H. エリクソン『青年ルター』（1958 年）の読解、J. ＝ J. ルソー
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